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─介護職員研修に伴う現状と今後の課題─
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要旨 : 平成 12年 4月に「介護保険法」が施行された。その中で，高齢者福祉施設におい
ての職員に対する研修が重要視されてきている。利用者に対し，質の高いサービスを提供
するためには，専門知識・専門技術修得のひとつの方法として，研修会への参加がある。
施設外での研修も重要だが，職員が知識・技術の担保を考えると，身近なものとして「施
設内での研修」がある。では，「施設内」研修においは，どのような内容を誰が担当して
いるのであろうか。その現状を分析してみた。
　また，高齢者福祉施設に限定しているが，質の高いサービス提供をするためには，福祉
専門職として，適切なスーパービジョンを受けることが可能な職場環境が必要であると考
える。施設内において，「スーパービジョン体制」が確立されているのかどうかを明らか
にするとともに，その問題の解決方法のひとつとして「社会福祉士実習指導者講習会」の
修了者との連携の可能性の分析を試みた。
キーワード : 高齢者福祉施設，介護職員研修，スーパービジョン
は　じ　め　に
平成 12年 4月に「介護保険法」（平成 9年法律第 123号）が施行された。施設職員として質の
高いサービス提供を実現，維持するためには，研修を受けることは必要であり，研修を受けるこ
とによって，その修得した知識・技術を利用者はもちろんのこと，同僚，施設そして地域へと還
元することが可能になると考える。その結果として，入所者等に対してもより専門的なサービス
提供が期待されるということになると考える。
質の高いサービス提供を可能にするためのひとつの方法として各種研修会への参加が有効であ
ると考えられる。高齢者福祉施設における研修会は，大別すると施設外で開催されている外部研
修会（以下，職場外研修）と施設ごとに実施している内部研修会（以下，職場内研修）とに分け
ることができる。
職場内研修に関して，各施設がどのような方法，内容で職員の知識・技術の修得そして向上・
維持に努めているのか。また，質の高いサービスを提供するためには，専門職として，的確なスー
パービジョンを受けることも重要なことであると考えるが，各々の職場内において，常にスーパー
ビジョンを受けることが可能な環境であるのかどうか。また，そのためのスーパーバイザーが職
場にいるのかどうかということを，今回は高齢者福祉施設に限定はしているものの，その一部を
明らかにすることを試みた。
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1.　研究の背景（テーマ決定の理由）
平成 24年の日本人の平均寿命は，男性 79.94歳で女性は 86.41歳（厚生労働統計協会 2013 : 
39）であり，世界トップクラスとなっている。また，施設数についても，例えば特別養護老人ホー
ム（介護老人福祉施設）は，介護保険法が施行された平成 12年においては 4,463施設であった
のに対し，平成 23年では 5,953施設に増加しており，通所介護においても 8,037施設から 24,381
施設となっている。（厚生労働統計協会 2013 : 270）そして，そこに勤務する介護職員数（常勤
換算従事者数）も，平成 23年 10月時点において，例えば特別養護老人ホーム（介護老人福祉施
設）では 187,434人，通所介護においては 125,726人となっている。（厚生労働統計協会
2013 : 271）
例えば，スーパービジョン体制について村田は，その著書の中で，日本の福祉等の対人援助の
現場においての「援助者の援助」の必要性を説いており，そしてまた，現状では現場の専門職も，
その専門職を育成する教育プログラムもほとんど存在していないのではないかとしている。（村
田 2010 : 2-3）つまり，職場内において，必要とされるスーパービジョン体制がほとんど整備，
確立されていないということを述べている。質の高いサービス提供を行う際，その具体的方法の
ひとつとして，「スーパービジョン」が要請されるにもかかわらず，スーパービジョン体制が確
立されていない現状を鑑みれば，職員の質の向上，そして質の高いサービス提供は期待できない
ということになるのではあるまいか。
また，前述したように施設数，介護職員数が増加している現状において，各施設が利用者に対
して，質の高いサービス提供をするために，「職員の質の向上」を目的にどのような取組みを行っ
ているのか。本研究においては，その取組みを「職場内研修」（OJT）の実際と職場内における「スー
パービジョン体制」の二点に焦点をあて高齢者福祉施設の現状の一部を明らかにしていく。
先行研究では，坂本1）がスーパービジョン実践研究の中で，福祉施設職員に対し 1年間に渡り，
スーパーバイザーとして指導助言をすすめてきた実践研究がある。この中では，職場内における
スーパーバイザーの存在の少なさを指摘している。また，職員研修において，職員自身が得るこ
とができたものおよび研修会への期待も併せて報告している。
三好2）は，『特別養護老人ホームの介護職員が必要とするスーパービジョンについての研究 ─ 
介護職員を対象としたグループインタビュー調査の結果より ─』において，特別養護老人ホー
ムにおけるスーパーバイザーの不在を指摘している。介護職員へのアンケートにおいて，特に「支
持的スーパービジョン」の欠如が介護職員の発言内容の概要として報告されている。
2.　研 究 の 目 的
利用者サービスの質を維持・向上させていくためには，研修を受講することが重要である。い
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わゆる Off-JTとしての職場外研修ももちろん重要ではあるが，職場外研修はその開催回数や参
加者人数の制限等の条件もあり，参加が困難なことが多い。そこで，各施設においては，職場内
研修をより多く開催しているのが現状である。また，質の高いサービス提供を維持していくため
には，施設職員自身が，常に的確なスーパービジョンを受けることのできる体制（環境）下にお
いて日々の業務を遂行しているがどうかということも，より専門的なサービス提供を目指すうえ
では重要であると考える。
これらを踏まえ，本研究では，現在の高齢者福祉施設において，専門知識・専門技術の修得の
ために職場内研修は，どのような方法・内容で開催されているのか。職場内においてスーパービ
ジョン体制は確立されているのかどうか。スーパーバイザーが職場にいない場合は，自身でどの
ように解決しているのか。その具体的内容・方法を明らかにしていく。また併せて，職員の満足
度の高い職場内研修のありかた，今後の高齢者福祉施設におけるスーパービジョン体制の確立方
法を明らかにしていくことを本研究の目的とする。
3.　研 究 の 方 法
（1）　研究の枠組み
高齢者福祉施設において，そこに勤務する介護職員の質の向上を目的として，各施設が行って
いる職場内研修について，誰を講師として開催しているのか。また，介護職員においては，職場
内研修以外での知識の修得はどのような手段・方法で行っているのか，その実態を把握する。ま
た同じく，職場内におけるスーパービジョン体制の確立状況についての現状を把握する。上記内
容について，アンケートを実施し，その実態を明らかにし分析することにより，高齢者福祉施設
におけるスーパービジョン体制確立の方法を見出す。
（2）　対象者（有効回答数）
A県内の高齢者関係施設に勤務する介護職員
（B主催「C研修」の参加者）
総数　220人（男性 52人　女性 168人）
（3）　方法
研修会参加者に対し，アンケート用紙を配布し調査を実施した。
（4）　分析の視点
① 高齢者福祉施設における職場内研修について，開催回数，研修テーマ，講師は誰が努めて
いるか。② 職場内にスーパーバイザーが存在しているのか，誰がスーパーバイザーの役割を担っ
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ているのか，スーパーバイザー不在の場合は，自身（介護職員）がどのような手段で知識修得お
よび利用者支援の方法（知識・技術）を修得しているのか。その現状を把握する。①② の結果
に基づいて，今後の高齢者福祉施設におけるスーパービジョン体制確立の方法を探る。
なお，今回のアンケート調査における「スーパーバイザー」，「スーパーバイジー」，「スーパー
ビジョン」の用語の定義については以下のとおり福山の定義を用いることとする。
スーパーバイジーは，「職場内の業務の遂行上，上司・ベテランの助言や指導，サポートを得
たいと考える職員である。具体的には，部下，新人，実習生，ボランティア，ベテランの職員な
どがスーパーバイジーの立場を取ることがある。」（福山 2008 : 189）とし，スーパーバイザーに
ついては，「組織の理念や方針に沿った業務の遂行を促進するためにスタッフの力を活用し育て
る責任を引き受ける人である。具体的には施設長，主任指導員，寮母長，実習指導者，ボランティ
ア担当職員などが，スーパーバイザーの立場をとることができる。これらの職員は，さまざまな
業務にたずさわっており，そのほかに他の職員を養成する業務が含まれる。」（福山 2008 : 189-
190）と定義づけしている。また，スーパービジョンは，「スーパービジョンとは教育指導の過程
である」（福山 2008 : 196）と定義している。
4.　倫 理 的 配 慮
B主催にて開催された，「C研修」の参加者に，本アンケート調査の目的を説明した。本アンケー
トは，① 職場内研修会の開催方法とその具体的内容の把握，② 職場内におけるスーパービジョ
ン体制の状況確認をすること。その結果を踏まえて，高齢者福祉施設におけるスーパービジョン
体制確立のための一助とすることを目的としているという旨を説明した。また，本アンケートは
当該研修会とは一切関係なく，本アンケート提出によって，氏名，勤務先名も一切公表されない
こと，提出も任意であることをすべての参加者に対して口頭で伝えている。主催者 Bには，事
前にアンケート実施の主旨およびアンケート内容を説明し，また受講者へ対して行なう説明内容
についても，承諾を得た。
5.　結　　　　　果
（1）　対象者の属性と勤務経験について
1）　図 1「年齢」について，質問内容である「年齢を教えてください。」に関しては，40歳以
上がもっとも多く，以下 20歳代，30歳代とほぼ同数で並ぶ。図 2「経験年数」について，「経験
年数を教えてください。」の質問については，研修会参加者の条件が経験年数 3～5年の介護職員
ということもあり，図 2のとおり「3～5年未満」が全体の 28.2%であるが，それ以上に経験年
数「5年以上」が 104人と全体の 47.3%であった。
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（2）　職場内研修について
1）　日々の業務の中で，専門的対人援助技術を学ぶ方法について
図 3「専門的対人援助関係を学ぶ方法」について，「日々の業務の中で，専門的対人援助技術
をどんな方法で学んでいますか。（複数回答可）」では，やはり「同職種の先輩」との回答が最も
多かった。「介護職」ということを基本に考えると，介護技術を含め同職種の先輩から，業務に
関係するほとんどすべての専門知識・専門技術を学んでいるということが伺える結果であった。
特に高齢者福祉施設の場合，職種（介護・看護・栄養職等）ごとに明確に事務分掌が定められて
おり，その職種ごとに専門知識・専門技術を各人が修得しているということの表れであるといえ
る。介護業務の場合，利用者個人の状況（精神・身体等）に合わせて支援は行われることになる
ので（個別支援），その意味では，「総論」（例えば，着脱介助とはどのように行えばよいのか）
図 1.　年齢
図 2.　経験年数
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ではなく，「各論」（その利用者個人にもっとも適した方法）での専門知識・専門技術の修得が実
践現場では特に重要になるということを意味するものである。
次に多かった回答が，「同職種の同僚」である。介護保険法が施行され，民間企業等の積極的
参入が福祉分野においても取り入れられることになった。つまり，新規参入した事業所において
は，すべての職員が 1年めであり，「先輩」と呼べる立場の人は存在しない。つまり，職場にお
いて指導者が存在していないということである。すべての支援方法等は，同僚等と相談しながら，
または自分自身で学習し，そして自身で判断をしながら日々の実践を行なっているということで
ある。結果として，自分たちの実践内容について適切なスーパービジョンを受けることが可能な
環境が整っていないということがここで確認されるのである。
次に多かったのが，「研修会（職場内）」で学んでいるという回答である。日々の実践の場（現
場）が，身近なところでの「専門知識」「専門技術」の修得の場であることをほとんどの介護職
員が認識はしているものの，アンケートの結果のとおり，「研修会（職場内）」から専門知識・専
門技術を学んでいるという介護職員もまた多いということが結果から得られている。
「研修会（職場内）」に次いで，「研修会（職場外）」から学んでいるという回答も多い結果となっ
ている。ただしその反面，「職場外研修」に関しての課題も存在している。調査結果から挙げら
れているその具体的内容が，① 自分の受講したい研修を受けられない。② 研修受講が順番で決
図 3.　専門的対人援助関係を学ぶ方法
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まっている。③ 同じ内容の研修を受講することもある。等である。高齢者福祉施設での研修会
参加というのは，そのほとんどが「出張扱い」である。この取り扱いも要因のひとつになってい
ると考えられる。同じ職員だけが何度も研修会参加（出張）という訳にはいかないという施設の
実情がそこには存在している。
課題として取りあげられる問題がある。それは，「学べる環境が整備されていない」という問
題である。アンケートの結果から，専門的対人援助技術を学ぶにあたり，「自分自身で考えなが
ら援助を行っている」が 66人，「専門誌・テキストから」が 26人，「インターネットから」が
11人という結果となっている。これは，「指導をしてくれる人がいない」ということ，つまり「スー
パーバイザー」が職場にいないということを意味しており，このことは現在の高齢者福祉施設に
おける大きな問題であるといいことができる。従ってその結果，職員自身が「専門誌・テキスト
から」，また，「インターネットから」で知識，技術等を調べざるを得ない状況になっている。さ
らに，「職場内では学ぶ機会がない」と回答している者も 7人いる。つまり，知識も実践方法も
介護職員が，自らが判断しながら，日々サービス提供を行っていかなければならないという現実
が事実であるということを意味している。自身の支援方法や判断が正しいのか，またそうではな
いのか，葛藤の中で支援（業務）をしているということを意味している。
社会福祉施設にとって，「スーパービジョン」を受けることが可能な職場環境が存在していな
いこと自体が大きな問題であり，一刻でも早く解決しなければならない重要な課題であると考え
る。
2）　職場内研修の頻度（1年間の平均開催回など）
図 4「職場内研修の頻度」，「職場内研修の頻度を教えてください。（1年間の平均開催回数で構
いません）」について，回答を得た 9割弱の施設においては，「1～2か月に 1回」は「職場内研修」
図 4.　職場内研修の頻度
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を開催しているという結果であった。また，「1か月に 1回以上」職場内研修を開催していると
いう施設もあった。介護職員自身が，「職場内研修」を「知識・技術」修得のための「場」にし
ているということが確認できる。
ただし課題も残る。施設においては，「職場内研修」を実施していないところもあるという現
実である。「利用者への質の高いサービス提供」そしてまた「職員の質の向上」を考えた場合，
好ましい状況であるとは言い難い。
次に，「資質の向上」をひとつの目的として開催される「職場内研修」の担当者（講師）は誰
が担っているのかということについて分析する。
3）　職場内研修の講師
図 5「職場内研修講師」，「職場内研修の講師は誰が担当していますか。（複数回答可）」につい
てである。介護職員を対象としたアンケートでもあり，回答で多かったのが同職種でもある「介
護職員」であった。これは，やはり「介護施設」である以上，利用者一人ひとりに対応した介護
技術の修得（＝個人に合わせた具体的支援方法）が，日々の実践において重要であるということ
を意味しているものと考えることができる。「看護師」，「栄養士」が講師を担当するとした回答
も多いが，これもまた同じく，日々の実践を遂行していく上で重要な知識（＝看護師，栄養士の
専門性からみた，個人に合わせた具体的支援方法）であるとした結果ということができる。
また，「職場内研修」の大きな特徴として，最近は「外部講師」（職員以外）による研修の開催
も多い。日々の業務に直結する，介護知識・介護技術，そして医学的知識や栄養知識等の修得も
もちろん重要ではあるが，「介護職員」も福祉分野に限らず，他分野・他業種からの知識・技術
の修得に努めているということもひとつの大きな特徴であるということができる。これは，「利
図 5.　職場内研修講師
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用者」や「家族」を単なる「サービス利用者」としてではなく，「お客様」という視点で捉えて
いるという現れであると考えることができる（例えば，接客業の専門家から接客方法を学ぶとい
う視点）。空閑もケアの現場は，直接介助だけではなく，利用者を介護する家族をも含めた援助
も存在するとしている（空閑 2012 : 61-62）。これは，介護職員は介護技術だけではなく，ひと
りの人間として，そして社会人としてのマナーをも持ち備えていなければならないということで
あると解釈できる。従って，介護職員として修得しておかなければならない知識は，介護技術に
関する「知識・技術」だけではないということである。
次に，講習会講師を「生活相談員」が担当しているという回答が，当初予想していたものより
も少なかった。高齢者福祉施設での「生活相談員」というのは，「スーパーバイザー」の役割を
果たす立場の存在であると考える。しかし，それにも関わらず，「生活相談員」の講師担当が予
想をはるかに下回っていた。これは，高齢者福祉施設においては，「生活相談員」＝「相談援助者」，
「介護職員」＝「介護提供者」という強い意識が働いている結果であると考えられる。前述したよ
うに「介護職員」は，直接的な身体介護を中心に日々の業務を行なっている。その結果として，「研
修会」に求めるものは，「介護」，「医療」，「栄養」等，利用者等に対する直接的な援助に関連す
る内容になる。従って当然のことながら，研修会講師は，介護職員や看護師，栄養士が担当する
という結果になる。介護職員の生活相談員に対するイメージが，「生活相談員」＝「相談援助者」
であるとすれば，介護職員にとっては，「生活相談員」が研修会講師を担当するよりも，その研
修内容自体が，身体介護に直接的に関係する「看護師」「栄養士」等が講師担当をして，知識・
技術を修得するほうが，介護職員にとっては，より効果的であり，より現実的と考えられている
と思われる。ただし，「相談援助技術」も「介護職員」には，欠かすことのできない必須の「専
門技術」のひとつであるということを認識し，そして修得しておかなければならないものである
と考えるし，また施設も「介護職員」が「相談援助技術」を「修得できる職場環境」を創り出し
ていかなければ，利用者に対しての「質の高いサービス提供」は困難になるであろうと考える。
4）　スーパービジョンについて
図 6「職場内でのスーパービジョン体制」，「職場内でスーパービジョンを受けていますか。」
の結果について，「日々受けている」が 12人，「必要の都度受けている。」が 145人で，全体の
71%を占めている。ただし，この結果はこのままの数字を信用することはできない。今回のア
ンケート調査対象者は，ほとんどが高齢者福祉施設に勤務する介護職員である。従って，回答者
も質問の内容からして，介護技術や介護知識の修得方法を誰から教えてもらっているのか，とい
う解釈をし，回答した者も少なくはないと考えている。
またこの結果において，大きな課題のひとつとして受け止めておかなければならないことがあ
る。それは，「スーパービジョンを受けたことがない者」が，220人中 53人もいたという事実で
ある。中には（自由記述において），「上司にスーパービジョンを求めるがスーパービジョンになっ
ていない」と回答した者もおり，介護職員が求める「スーパーバイザー」が職場にいないという
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こともこの調査により明らかになった。
次に，図 7「スーパービジョン体制の必要性」，「スーパービジョンは必要だと思いますか。」
についてであるが，「絶対必要」が 71人，「必要」が 121人で，全体の 87%の者がその必要性を
実感している結果となった。必要性については，必要であると実感はしているものの，高齢者福
祉施設によっては，その体制が未だ整っていないところも存在しているということも大きな課題
のひとつであるということができる。
図 6.　職場内でのスーパービジョン体制
図 7.　スーパービジョン体制の必要性
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4.　考　　　　　察
（1）  「社会福祉士実習指導者講習会」と「社会福祉士実習指導者フォローアップ研修会」の 
活用について
高齢者福祉施設においては，専門的援助関係を学ぶ方法が，「インターネットから」や「自分
自身で考えながら援助を行っている」と答えている職員が少数ではないということをアンケート
結果で確認することができた。また，職場内において「スーパービジョン体制」が未確立のとこ
ろがあることも確認することができた。専門職の実践現場であるのにも関わらず，「スーパービ
ジョン体制」が未確立であるというのは，利用者に対する質の高いサービス提供の実施という考
え方においても，決して良い職場環境であるとは言えない。このような環境では，例えば，職員
が相談する人物がいないということで，問題をひとりで抱え込み，そして結果的にバーンアウト
してしまうということも福祉現場にはある。また，自分で考え，判断し実践を行っていくわけで
あるが，自分の判断が正しいのかそうではないのか。答えが見つからないままに業務を行ってい
る職員もいる。このような状況は早急に解決しなければ，職員の離職にもつながっていく問題で
あると考える。この問題を解決するためにはどうすればよいのか。そして，早期の解決を図るた
めに，現行制度を活用しながら，この問題を解決することは可能であろうか。
福山は，日本では，スーパービジョンに関する実証的な調査が十分なされてきたとは言えない
とした上で，「組織的スーパービジョン体制の効果性や効率性に関する認知は低く，特に施設や
機関の管理者はスーパービジョンの必要性を軽視している傾向がある。」（福山 2008 : 192）と述
べている。それは今回のアンケート結果においても同様の結果が得られていると言える。
また，同じくスーパービジョン体制においても福山は，今後の課題として，「外部ソーシャルワー
ク研修の発展で補足すべきこと，すなわち修士，および博士課程などの教育組織が行う継続研修
やトレーニングプログラムと，行政の研修センターが継続的，一時的に企画する研修体系とを連
動させ協働して効果的活用について明らかにする必要がある。」（福山 2008 : 257）と述べている。
この中で，研修の必要性，重要性を強調している。
高齢者福祉施設において，スーパービジョン体制を確立させるためには，つまり具体的方策と
して，スーパーバイザーを各職場に配置させるにはどのような方法が考えられるだろうか。ここ
では現在，私自身が「社会福祉士実習指導者講習会」3）において，「実習スーパービジョン」を担
当していることもあり，当該講習会を高齢者福祉施設における「スーパービジョン体制確立」の
ためのひとつの手段として，そしてそれに関連する「社会福祉士実習指導者フォローアップ研修 
会」4）との両者を，「スーパービジョン体制」確立のため，これらの活用方法について分析してみ
た。
高齢者福祉施設側は「職員のサービス提供の質の担保」，職員側は「自身のサービス提供の質
の担保」の確保と維持を目的に，日々研鑚に努めている。ただし，「職場内」においては，前述
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したとおり「職場内研修」体制を含め，「スーパービジョン体制」が整っていないところも存在
している。社会福祉専門機関である「高齢者福祉施設」において，「スーパービジョン体制」が整っ
ていないということは，利用者に対しての「質の高いサービス提供」の実施というひとつの目的
を達成できていないということになる。そこで，この問題を解決するためのひとつとして今回注
目したのが，「社会福祉士実習指導者講習会」そして「社会福祉士実習指導者フォローアップ研
修会」である。
「社会福祉士実習指導者講習会」の本来の目的は，「社会福祉士実習指導者の養成」であり，カ
リキュラム内容には，「実習スーパービジョン」という科目が位置づけられている。この「社会
福祉士実習指導者講習会」修了者との連携が，高齢者福祉施設においての「スーパービジョン体
制の確立」を達成するためのひとつの方法になるのではないかと考えたのである。
平成 20年「社会福祉士実習指導者講習会」は，平成 21年「社会福祉士及び介護福祉士法」の
一部改正」の前年より「社会福祉士養成における実習指導者養成」を目的とし開催されている。
その「社会福祉士実習指導者講習会」カリキュラム内容は表 1のとおりであり，講義科目として
「スーパービジョン」が位置づけられている。（（社団）日本社会福祉士会編 2013 : 255-256）
また，「社会福祉士実習指導者講習会」修了者に対し，各都道府県社会福祉士会において，実
習指導者のスキルアップと継続したフォロー行うため，修了後の「社会福祉士フォローアップ研
修会」を開催している。その開催カリキュラム内容については，都道府県社会福祉士会で決定し
ている。表 2は，平成 24年度「社会福祉士実習指導者フォローアップ研修会」（宮城県社会福祉
士会主催）の研修内容の一例である。（平成 24年度　実習指導者フォローアップ研修案内より :
講師名は削除）
それではなぜ，「社会福祉士実習指導者講習会」と「社会福祉士実習指導者フォローアップ研
修会」との連携および活用によって，高齢者福祉施設において「スーパービジョン体制の未確立」
表 1.　「社会福祉士実習指導者講習会」カリキュラム内容
科目名（時間） カリキュラム内容
「実習指導概論」
（講義 2時間）
社会福祉士が後継者育成の立場から相談援助実習に関わる意義を理解
し，実習指導者に必要な関連知識，実習指導の意義，実習指導者とし
てのあり方と指導方法の概要を学ぶ。
「実習マネジメント論」
（講義 2時間）
実習生受入れに際して重要な実習マネジメントの意義と対象及び施設・
機関内外における実習マネジメントの概要を学ぶ。その上で，実習に
おけるリスクマネジメント，実習受入れにあたって前提となる年次計
画，実習契約等を学ぶ。
「実習プログラミング論」
（講義 3時間）
相談援助実習はソーシャルワークの専門性を体験する実習であり，施
設・機関においてソーシャルワーク実習ができるプログラムを構築す
る必要があります。ソーシャルワークの価値・知識・技術を伝えるた
めのプログラミングの方法を学ぶ。
「実習スーパービジョン論」
（講義・演習 7時間）
実習マネジメント論，実習プログラミング論と連動させながら，講義
と演習で実習スーパービジョンの全体像を理解し，実習スーパービジョ
ンの機能，方法や技術を学ぶ。
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の問題が解決される方法となるのか。
「社会福祉士実習指導者講習会」のカリキュラム内容は，「① 実習指導概論」「② 実習マネジ
メント論」「③ 実習プログラミング論」「④ 実習スーパービジョン論」で構成されている。特に
注目すべきが，「④ 実習スーパービジョン論」の位置づけである。
「スーパービジョン」の効果は，施設職員に対して行われるスーパービジョンも，実習生に対
して行われるスーパービジョンも，その効果というものは最終的には，すべてその施設の利益に
つながるものとされている。その関連性は下記 A・Bのとおりである。（（社団）日本社会福祉士
会 2009 : 2）
A　「スーパービジョンの効果（職員に対して）」
　1）　サービス水準の確保
　2）　施設，機関の信頼性の確保
　3）　専門性の自己覚知
　4）　職員のモチベーションの維持と向上
　5）　サービス水準の向上による施設，機関，組織の質の向上
　　　　⇒最終的には施設，機関全体の質の向上につながる
B　「実習スーパービジョンの効果」
　1）　実習教育水準の確保
表 2.　平成 24年度「社会福祉士実習指導者フォローアップ研修会」
科目名 カリキュラム内容
第 1回　オリエンテーション 内容削除
第 2回
「実習プログラミング論」
①　業務，実践内容をどのようにプログラムへ落とし込むかを中心に，
実習指導プログラム作成の意義，実践的なプログラム作成方法及
び実習中の活用方法についての講義を 1時間程度。
②　受講生には実際に作成し使用している実習指導プログラムを持参
してもらい，講義内容を基に，プログラムの内容や活用方法の検
討を行う。
第 3回
「実習マネジメント論」
①　組織内マネジメント，養成校との関わり，実習生マネジメントに
関する講義を 1時間程度。
②　組織内マネジメントを主なテーマとし，各自，現場で抱える実習
マネジメントの課題を出し合い，その解決に向けた取り組みにつ
いてグループワークを通じて共有，検討する。
第 4回
「実習スーパービジョン論」
①　職場，職種，ソーシャルワーク実習の各段階において必要なスー
パービジョンの視点や，様々なタイプの実習生に対する指導，対
応方法についての講義を 1時間程度。
②　日頃，現場で行われているスーパービジョンを振り返り，それを
実習指導においてどのように活かしていくかをグループワークと
ロールプレイを通して学ぶ。
第 5回
「実習指導」のまとめと
今後の展望
内容削除
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　2）　施設，機関の信頼性の確保
　3）　実習生の自己覚知
　4）　実習生のモチベーションの維持と向上
　5）　有能な職員の確保による施設，機関，組織の質の向上
　　　　⇒最終的には施設，機関全体の質の向上につながる
つまり，実習生に対してスーパービジョンを行うことが可能であれば，職員に対しても同様に
スーパービジョンが可能になるということになる。従って，「社会福祉士実習指導者講習会」を
受講した社会福祉士は，勤務先では，質を担保されたスーパーバイザーであるということになる。
また，スーパーバイザーとしての質の担保の維持については，「社会福祉士実習指導者講習会」
修了者に対し，各都道府県社会福祉士会において開催されている，「実習指導者フォローアップ
研修会」を継続的に受講することによって，スーパーバイザーとしての質の担保は保障されるこ
とになる。
ただし，高齢者福祉施設においては，スーパーバイザーの高度な知識だけが求められるのでは
ないということも忘れてはならない。このことに関して秋山は，「スーパーバイザーに求められ
るものは，専門性だけではなく，スーパーバイザー自身の人間的魅力も重要である。」としてい
る（秋山 2005 : 178-181）。生活施設である高齢者福祉施設においては，そこで働く職員自身によっ
て，良い雰囲気を創りだしていかなければ，高齢者にとっても生活しづらい施設になってしまう
こともあり得るということである。
（2）　活用にともなう今後の課題
「社会福祉士実習指導者講習会」および「社会福祉士実習指導者フォローアップ研修会」の講
習（学習）時間の問題である。「社会福祉士実習指導者講習会」における実習スーパービジョン
論は，講義・演習で 7時間であり，「社会福祉士実習指導者フォローアップ研修会」についても
同程度である。この時間数が妥当なのかどうかという問題である。もちろん，講習時間が長けれ
ばそれで良いというものではない。しかし，プログラム内容等を含め，その開催頻度等を今後も
検討していく必要があると考える。
そしてもうひとつ，課題として取りあげられるのが人員配置基準の問題である。ほとんどの高
齢者福祉施設は，介護保険法のもとに運営されている。職員の配置基準においても，「社会福祉士」
の配置義務はない。つまり，社会福祉士が勤務していない高齢者福祉施設においては，「社会福
祉士実習指導者講習会」を受講した者がいないということになる。
この点に関しては，現在，災害時の対応等のこともあり，高齢者福祉施設間の連携が強化され
ている。その連携を通じて，災害時の協力だけではなく，連携施設間での「スーパーバイザー派
遣」ということも，「利用者への質の高いサービス提供」を考えるならば，今後，検討しなけれ
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ばならない課題であると考える。また，高齢者福祉施設への法令上の「社会福祉士配置」（業務
独占蚊）も検討していくべきであるし，管理者（施設長等）の資格制度の確立も重要事項である
と考える。管理者の資格制度については，特別養護老人ホームの施設長の場合であれば，「社会
福祉主事任用資格」を取得していれば条件は満たされるものの，職場内においては社会福祉士や
介護福祉士等を管理していかなければならない立場である。施設長の資格制度も見直しが必要で
あると考える。
今後の方向性としては，高齢者福祉施設における「スーパーバイザー」確保のための「社会福
祉士実習指導者講習会」修了者との具体的連携体制の検討を進めていく。また，職場内の「スー
パービジョン体制の確立」だけではなく，在宅福祉サービスに関係する医師や看護師，そして介
護支援専門員（ケアマネジャー）等も含め，職場内ではなく，地域内の「スーパービジョン体制
の確立」を検討していくこととする。
注
1） 坂本雅俊『社会福祉機関におけるスーパービジョン実践研究』長崎国際大学論叢　第 6巻，
2006年
2） 三好明夫『特別養護老人ホームの介護職員が必要とするスーパービジョンについての研究 ─ 介
護職員を対象としたグループインタビュー調査の結果より ─』人間関係学研究　2009　第 16巻　
第 1号
3） 社会福祉士実習指導者講習会及び介護福祉士実習指導者講習会については，社会福祉士介護福
祉士養成施設指定規則第三条第一号ワ，社会福祉士介護福祉士学校指定規則第三条第一号ワ及
び社会福祉に関する科目を定める省令第四条第七号に規定する厚生労働大臣が別に定める基準
（平成 20年厚生労働省告示第 518号）及び社会福祉士介護福祉士養成施設指定規則第五条第
十四号ロ及び社会福祉士介護福祉士学校指定規則第五条第十四号ロに規定する厚生労働大臣が
別に定める基準（平成 20年厚生労働省告示第 519号）により定められている講習会
4） 社会福祉士実習指導者講習会の修了者が，相談援助実習の指導力を一層向上させることを目的
に都道府県社会福祉士会が開催している研修。
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